
令和５年度 第３回川崎市社会教育委員会議麻生市民館専門部会 次第 

 

日 時  令和５年１０月１１日（水） 午前１０時００分～ 

 

場 所  麻生区役所４階 第４会議室 

 

次 第 

１ 開会 

２ 館長挨拶 

３ 議事 

 （１）令和５年度事業進捗状況について 

（２）令和４・５年度報告書（案）について 

   一箱古本市の実施結果報告 

（３）その他 

 

次回の予定  

第４回   令和６年２月１７日（土） 

（第４回には専門部会内で市民自主企画提案会・選考委員会を開催いたします。詳細

については別途ご案内いたしますので、この日程でご予定くださいますようお願い

申し上げます。） 



事業実施状況

● ● ●

今年度予定なし

● ●

成人教室事業は、本講座
と「布のえほん作り講
座」を実施。

令和5年度　麻生市民館　社会教育振興事業　実施状況 （令和5年10月11日現在）

領域 事　業　名 事　業　内　容
事業数

(当初予算)
実　施　状　況

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

１
　
社
会
参
加
・

共
生
推
進
学
習
事
業

識字学習活動

川崎市多文化共生社会推進指針、外国人教育基本方針、川崎市識
字・日本語学習活動の指針に基づき、外国人市民等が日本での生活
を円滑に営めるように、日常生活に必要な基礎的日本語を身につけ
るための学習を支援する。また、学習者と支援者（ボランティア）
が共に学び合う関係づくりに配慮し、多文化共生社会の実現をめざ
す。

　千円

2
(455)

識字ボランティア研修
川崎市識字・日本語学習活動の指針に基づき、識字学習活動に関わ
るボランティア等の資質向上に関する学習機会を提供することによ
り、多文化共生社会の実現をめざす。

1
(39)

障がい者社会
参加学習活動

地域での体験活動や交流等の学習機会を提供することを通して、障
がいのある人の社会参加促進を図るとともに、ノーマライゼーショ
ンの理念に基づき、共に生きる地域社会の実現をめざす。

1
(173)

２
　
市
民
自
治
基
礎
学
習
事
業

普
遍
的
課
題
学

習
活
動

平和・人権・男女平
等推進学習

 憲法、教育基本法の理念に基づき、世界の平和及び人権の尊重、性
による差別や人権に関する問題解決に向けた学習機会を提供し、共
に生きる地域社会の創造や男女共同参画社会の形成を目指す。

2
(121)

世
代
別
学
習
活
動

青少年教室事業
小学生・中学生・高校生等を対象として、青少年期の課題解決ある
いは地域参加に向けた学習機会を提供するとともに、地域の中での
仲間づくり、つながりづくりを促進する。 1

(66)

成人教室事業
成人層を対象として、成人期の課題解決あるいは地域参加に向けた
学習機会を提供するとともに、地域の中での仲間づくり、つながり
づくりを促進する。

シニアの社会
参加支援事業

シニア世代等を対象として、地域の課題解決あるいは地域参加に向
けた学習機会を提供し、シニア世代等の市民が、これまで社会で
培った豊富な経験と知識、多様な能力を活かし、これまで関わりの
少なかった地域社会での様々な活動に参加できるよう支援する。

１
(66)

高齢者セミナー
高齢期の課題解決に向けた学習機会を提供する。また、学習を通じ
た、生きがいづくりや健康づくりを促進するとともに、幸福な高齢
期をおくるための支援をする。

１
(66)

子
育
て
・
共
育
学
習
活
動

家庭・地域教育学級
子どもを豊かに育む地域社会の創造をめざし、子育てに関する家
庭・地域課題の学習機会を提供し、親として市民としての学びを支
援する。

1
(135)

市民館保育活動
親等の学習活動への参加を促進し、乳幼児の社会的成長を支援する
ために、主催事業に適宜併設する形で保育活動を実施する。

3
(119)

保育ボランティア研修
子育てを支援する保育ボランティア等の資質の向上に向けた学習機
会を提供することにより、地域で支え合う子育ての環境醸成を図
る。

1
(22)

ＰＴＡ家庭教育学級
講師派遣

子どもの理解や親の役割及び家庭環境、家庭教育に関する地域における
諸課題等についてＰＴＡが実施する家庭教育学級に対し、講師派遣等の
支援を行うことにより、子どもの健全な育成に向けた、学校・家庭・地
域の連携による学習活動の振興を図る。

1
(ー)

子育て支援啓発事業
地域における身近な子育て関連情報を保護者等に幅広く提供するた
めに、子育て情報冊子等の作成・配布や、保護者同士の交流を図る
ための集会等の開催を行う。

1
(48)

午前コース 木曜 ５月～３月（４月、８月を除く）

夜間コース 木曜 ５月～３月（４月、８月を除く）

「麻生青年教室」 第3日曜 5月～３月（4月、8月を除く）

識字ブラッシュアップ研修

（午前２回(第1回は6月29日17名参加、第2回は2月)・夜1回(12月)

７月～１月（各小中学校ＰＴＡの計画により実施）

「子育てフリースペースよち・わく・のび」

7月5日～10月11日（８月を除く）
「Happy！ ママライフ」水曜(全10回)

保護者が学ぶ家庭でできる性教育（男女）

11月25日～12月23日 全5回

認知症に備え、充実した高齢期を目指そう！

11月10日～12月8日 全5回

新聞・報道から考える～メディアへの向き合い方～（平和人権）

10月14日～11月18日 全5回

7月～３月

4月～３月（火、金）

保育ボランティア研修

11月28日～12月19日 全5回

あさお一箱古本市

9月2日事前説明会、9月16日 出店 全２回

タイトル未定

1月～３月 全5回

資料１－１



事業実施状況

●

●

●
R５の北部は麻生市民館が
主実施館。※事業名及び
事業内容が変更予定

実施団体の体制が整わ
ず、今後もその見通しが
立たないため休止

教育を語るつどい(地域の
寺子屋交流会、おとな会
議、中学校区教育会議)、
子ども会議等

●

所管課は麻生区役所企画
課

領域 事　業　名 事　業　内　容
事業数

(当初予算)

実　施　計　画

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

３
　
市
民
学
習
・
市
民
活
動
活
性
化
学
習
事
業

市民自主学級
市民と市民館の協働により、地域や社会の課題解決に市民自らが取
り組むために必要な学びの場を創り、市民の主体的な学習活動や市
民活動を活性化する。

千円

2
(150)

市民自主企画事業

地域や社会の課題解決や地域の特性に応じた生涯学習・文化芸術の
振興や、市民の交流・ネットワーク化の活性化等を目的として、集
会、講演会等多様な形態の学習事業を市民と市民館が協働で実施す
る。

1
(66)

市
民
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
事
業

市民エンパワーメン
ト研修

市民活動・ボランティアに関する学習機会を提供することにより、
市民自らが考えながら生活･地域課題等に取り組むことができるよう
に、市民主体の地域づくりを支援する。

1
(66)

市民講師活用事業
様々な分野において豊富な経験や資格、技術等を持っている市民
が、地域の生涯学習における身近な学習支援者「市民講師」として
活躍できるよう育成・支援を行う。

1
(50)

ＰＴＡ活動研修
子どもの健やかな成長を支えるＰＴＡ活動のあり方等についての学
習機会を提供することにより、各学区や麻生区の特色を生かしたＰ
ＴＡ活動の活性化を図る。

1
(33)

生涯学習交流集会
いきいきとした麻生区の社会教育の展開に向けた、市民と職員によ
る率直な意見交換を通して、市民が主体的に学ぶ地域の生涯学習環
境の醸成を図る。

1
(53)

「地域の寺子屋事
業」コーディネー

ター養成講座

地域ぐるみで子どもたちの教育や学習をサポートする「地域の寺子
屋」の運営を担うコーディネーターを養成する。

1
(ー)

表現・舞台活動
支援事業

様々な手法による市民の主体的で自由な表現活動を振興し、地域に
根差した市民の文化創造に資する。

１
(60)

学習情報提供・
学習相談事業

市民の主体的な学習活動・市民活動の支援策の一環として、様々な
学習情報・市民活動情報を収集・整理し、適切な形で公開・提供す
る。また、求めに応じ、市民及び市民グループなどの生涯学習に関
する相談に対し、情報提供、助言を行う。

1
(74)

４
　
市
民
・
行
政
協
働
・
ネ
ッ

ト

ワ
ー

ク
学
習
事
業

行政区･中学校区
地域教育会議推進事業

行政区･中学校区における学校・家庭・地域の連携による教育への市
民参加システムづくりとネットワークづくりを支援・促進し、地域
の教育力の向上をめざす。

1
(ー)

課題別連携事業
地域での子育てや福祉・環境・まちづくりなどの課題解決に協働し
て取り組むため、関係機関との連携による会議及び必要な事業を実
施する。

１
(ー)

地域学習・文化団体
連携推進事業

地域の学習活動を推進している学習・文化団体(サークル連絡会・文
化協会・ＰＴＡ等)とのネットワーク化や事業連携の推進を通じ、市
民の主体的な学習活動の活性化、地域の文化や教育力の向上をめざ
す。

千円

3
(ー)

５
　
現
代

的
課
題
対

応
学
習
事

業 現代的課題学習事業
現代的、今日的な課題に係わる学習機会を提供し、今を生きる市民
の学習を支援する。

１
(50)

2～3月に実施予定

５月～3月(8月除く)

通 年 麻生区地域教育会議

麻生区ＰＴＡ協議会 通 年

麻生市民館サークル連絡会 通 年

麻生区文化協会 通 年

８月23日「ミュージカル映像で学ぶ障がい者の今！」 全２回（23日午前、午後）延べ参加者数21名

● 6月3日～6月5日 あさおサークル祭 延べ参加者2,700名

11月28日

みんなの哲学風カフェ 月2回 6月～11月（8月除く）
未定

7月～12月 性を越えて手を取り合うために 全５回 延べ参加者数(第3回まで)33人

８月～11月「紙芝居から広がる市民のつながりⅢ」 全6回 参加者数19名

タイトル未定

１月～2月に実施予定

9/17 子育てフェスタ 来場者2,000名

4/22、5/9～5/30 延べ参加者79名(5月分)

AIがもたらす社会的インパクトと地域活動への活用

11月7日～12月22日

２月 報告

休止



R5の活動報告書は麻生が
とりまとめ館

成人教室事業として実施

■生涯学習支援課の事業

　  

●

●

　 　

１０月６日業者と打合せ
環境局の補助金手続きが

済み次第契約予定

　 　

　 　

市
制
1
0
0
周
年

記
念
プ
レ
事
業

絵本づくり講座
　絵本づくりのワークショップを通して、令和６年に100周年を迎
える川崎に関心を持ち、地域の魅力や自分を絵本を使って表現でき
る人材を育て、発表することで地域の交流を深める。

１
(150)

領域 事　業　名 事　業　内　容
事業数

(当初予算)

実　施　計　画

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

６
　
市
民
館
学
習
環
境
整

備
事
業

社会教育委員会議
麻生市民館専門部会

川崎市社会教育委員会議規則に基づいて行う。
1

(ー)

刊行・広報活動

(1) 教文・市民館活動報告書、学習記録や調査研究報告書の作成を
行い、学習活動や地域情報の蓄積と公開を図る。
(2) 生涯学習に関する情報を提供するため、市民館だより、ホーム
ページなどの作成を行う。

1
(594)

　 　

情報機器等整備
総合教育センター視聴覚センターの市民への直接的な窓口として、
教文・市民館で情報機器等の貸し出しを行う。

1
(ー)

事業実施状況
４ ５ ６ ７ ８ １ ２９ 10

事　業　名 事　業　内　容
事業数

(当初予算)

実　施　計　画

３

麻生区生涯学習推進会議

川崎市生涯学習推進計画および麻生区生涯学習推進計画に基づき、
麻生区生涯学習推進会議を設置し、区における生涯学習推進体制の
整備や生涯学習事業の連絡調整を行い、麻生区の生涯学習を推進す
る。

千円

1
(ー)

　

11 12

麻
生
区
課
題
対
応
学
習

事
業

里地・里山保全
推進事業

麻生区及び周辺地域の里地・里山保全活動を通し、自然や暮らしの
歴史、文化等を継承し、次世代へつなぐための様々な活動を展開す
る。

1
(844)

麻生区多文化共生
推進事業

川崎市多文化共生社会推進指針に基づき、地域の人的資源を活かし
ながら、異なる文化的、歴史的背景を持つ市民の人権が守られる感
性豊かな地域、国際的な視点を持ったまちづくりをめざす。

1
(340)

　

令和５年度　麻生市民館　工事等の実施計画 （令和5年10月11日現在）

工事名 内　容 予算
実　施　計　画

事業実施状況
４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 １ ２ ３

麻生市民館空調設備更新設計業務
空調制御システム、空調ダクト防火ダンパー更新についての設計業
務

麻生市民館照明ＬＥＤ化工事 照明器具をＬＥＤ化する工事。ＥＳＣＯ事業として実施。

麻生市民館高架水槽更新設計業務 高架水槽　更新についての設計業務

令和６年４月１日からサービス開始予定

第2回
８月2日

第１回
５月17日

ホームページ 通年

市民館だより 年6回(6月・8月・１0月・１２月・２月・４月）

通 年

11月～ Ｒ５活動報告書作成準備4～6月 Ｒ４活動報告書作成

カフェ塾・人材育成講座ほか

2月頃 2024里山フォーラム iｎ麻生

第３回

1０月1１日
第４回

２月17日

第1回9月子育てフェスタ出店(参加者321名)
第2回1月or3月

議題状況にあわせ、年度内の実施を検討

令和６年度に更新予定

令和６年度 １月２０日から工事予定

布のえほん作り講座

９月30日～11月18日 全5回 参加者数20名
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1 
 

麻生市民館専門部会では、市民館利用促進に向けた「麻生文化センター中庭

スペースの有効活用事業」の一環として、あさお一箱古本市を開催した 

本稿では、麻生市民館専門部会実施経過、あさお一箱古本市の概要、あさお

一箱古本市実施結果・考察、今後の展開について述べる。 

 

１ 麻生市民館専門部会実施経過 

令和 4年度においては、第 1回専門部会において次回の部会にて令和 4・5年

度協議テーマを提示することとし、第 2 回専門部会において、市民館利用促進

に向けた取り組みとして 2 つのテーマ(「テーマ 1：空き会議室の有効活用につ

いて、事業例：(仮)麻生市民館学習フリースペース試行事業について(案)」及び

「テーマ 2：麻生文化センター中庭スペースの有効活用について、事業例： (仮)

麻生文化センター「一箱古本市」の開催について(案)」)を事務局から提案した。

第 3回専門部会においては、委員からの御意見を踏まえながら、一箱古本市(読

み終わった本、誰かにおススメしたい本を段ボール等の一箱につめ、1日だけの

本屋さんになってフリーマーケット形式で販売するイベント)開催を決定した。 

令和 5年度においては、第 1回専門部会において、一箱古本市の実施目的、実

施日時・場所、募集数・応募資格などの実施内容及び課題について整理した。第

2回専門部会においては、出店者向けのマニュアル案及び出店者・お客さん向け

アンケート案を整理した。第 3 回専門部会においては、一箱古本市の実施結果

及び報告書(素案)を提示し、第 4回専門部会において報告書(案)を提示した。 

 なお、令和 4年度第 2回専門部会において提案した「一箱古本市」ともう一つ

の「(仮)麻生市民館学習フリースペース試行事業について(案)」については、会

議室での展開とはならなかったが、市民館内のウォールギャラリー横のスペー

スで実現した。具体的な取組内容について、本章末尾で取り上げる。 

  

(1)令和 4年度専門部会 

①令和 4年度第 1回 

「今後市民館・図書館のあり方」や、参考資料の協議テーマについて、委員か

らの御意見を踏まえながら、第 2回専門部会において、市民館から令和 4・5年

度協議テーマを提示することとした。 

②令和 4年度第 2回 

 今回の開催場所である麻生文化センター中庭スペースについては、屋根もあ

り、一定程度のスペースもあるいが有効活用されていない実状があった。そこで、

区役所の中庭が令和 5 年 3 月にリニューアルされることを契機としながら、こ

のスペースの有効活用を図るとの提案を行った。 
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 具体的には、コミュニケーション・つながりづくり、空きスペースの有効活用、

麻生市民館事業の周知・情報提供を目的として、一箱古本市の開催や、図書館リ

サイクル本の出店も検討することとした。 

 今後の検討課題としては、１店舗あたりの出店スペースの想定、現金の授受の

可否 、販売物の内容、他都市の実施状況の調査・ヒアリングに実施があがった。 

③令和 4年度第 3回 

 第 2 回の専門部会を踏まえ委員から御意見を募り、中庭スペースの有効活用

事業の一箱古本市については、次のような御意見を頂戴した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先日、図書館側に 10 人くらいが寒いところで並んでいました。活用を考えて

いただくとよいと思います。 

この提案にも基本的に賛同します。”読書のまち”を掲げる川崎市の取り組み

にこうした活動が加わることはプラス効果になるとい思います。営利目的に傾

かない、また、他の目的で訪れる人の支障にならないようなものにしたいもの

です。 

一箱古本市のアイデアはとてもいいと思う。定期的に開催すると、「読書のま

ち・かわさき」運動も盛り上げられます。図書館関係者のお話を聞き、かつ、

各地の事例調査をして、近隣の大学図書館司書課程の学生なども関係してもら

って運営主体をつくることができるといいのではないか。また、古本市が面白

いと思っている参加者も運営主体にかかわってもらえるよう呼びかけたり、そ

の方が居住地などで一箱古本市をしてもらえるようになるといいと思います。

開催が積み重なれば、図書館・市民館連携イベントなども可能になりそうであ

る。 

これまで有効に活用されていなかったスペースですので、専門部会として、

活用を考えるというのは良いと思います。合わせて、まちのひろば(コミュニ

ティ施策)、図書館との連携で、事業を拡げ、協働して行うことで、今後の市民

館の活性化につながると感じます。 

「市民館職員」だけの運営ではなく、「図書館の方々」、「子ども達の相手の活

動をしている市民団体」、「子育て中の親」等々の共同計画による運営が望まれ

ます。連携する団体を幅広く考えることが大事です。「中庭スペース」しかり

「市民館事務所下のステージ」ですが、暗い。この暗さを解決するには、使用

方法により明るくするライトを。スイッチは目立たない所に別づくり。 
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以上の委員の御意見を踏まえながら、次のとおり市民館の考え方を提示した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後の検討の中で、中庭スペースの有効活用については、市民館事業として

初の試みであると想定されるから、まずは運営主体を市(市民館)としてノウハ

ウを蓄積し、事業目的がもっぱらの営利目的ではないことから、金銭授受につい

ては可能として整理を行った。その結果、麻生市民館専門部会における市民館の

利用促進に向けた「中庭スペースの有効活用事業」として、一箱古本市を開催す

ることとした。 

 

(2)令和 5年度専門部会 

①令和 5年度第 1回 

一箱古本市の開催にあたり、委員の御意見を踏まえながら、具体的な実施内容

を整理した。「あさお一箱古本市」の名称で開催するとともに、実施日時は令和

5年 9月 16 日(土)10 時～15 時とし、多くの集客を見込めることから、子育てフ

ェスタと同日開催とした。場所は麻生文化センター(麻生市民館 2 階)中庭スペ

ース(下記)とし、募集数・応募資格は 15 店舗、麻生区在住・在勤・在学の 18 才

（中庭スペースの有効活用については）ご意見にございますとおり、「読書

のまち・かわさき」や市民館・図書館連携などのを踏まえながら、コミュニテ

ィ活性化の観点から進めていく必要があると考えております。 

「一箱古本市」につきましては、基本的に、民間団体が主催する事例が多くな

っております。昨年 11 月に実施した岸和田市立図書館（市直営施設)（別紙

2）にヒアリングしたところ、応募者には、事前に店主マニュアルをお渡しし、

お堀の公園に 35 店が出店し、金銭授受が想定される場を市が作ることについ

ては、特に議論にはならなかったとのことでした。 

 本市においては、事業の継続性や金銭授受等の観点から、民間の団体等が

運営主体となることが望ましいと考えております。また、運営手法について

は、前述の店主マニュアルに屋号や値付け、スケジュール、売上集計報告など

の記載があり、ノウハウを活かすことができると考えております。 

 今後の検討課題としては、引き続き運営主体の決定及び直営の場合の金銭

授受の可否があります。 
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以上の個人・団体(古本販売を事業としてない)、出店料は無料にする方向とした。 

 今後の対応としては、店舗配置・出店スペースの計測、必要スタッフ数の算出、

店主向けマニュアルの作成、今後の作業スケジュールを示した。 

②令和 5年度第 2回 

実施・準備・評価という観点から、事前説明会にて配布する店主マニュアルの

項目(案)及び出店者向けアンケート項目(案)(以下)を示した。 

○店主マニュアル項目(案) 

準備物 項目 

古本、テーブル・いす、本を入れる

箱、 店名の看板・ＰＯＰ類・飾り、 

大きめのビニール袋、現金を入れる

ケース、 釣り銭、筆記用具、電卓、

店主マニュアルなど 

(1)会場での出店場所について 

(2)本の冊数・箱・販売について 

(3)スリップについて 

(4)値付について 

(5)釣り銭について 

(6)前日の搬入希望について 

〇出店者向けアンケート項目(案) 

 以上の項目や、委員からの意見を踏まえ、出店者アンケート(案)にあわせ、お

客さん向けアンケート(案)を作成することとした。 

タイムスケジュール 項目 

9：00～ 事務局にて店主受付開始 

(売上集計用紙・アンケート配付) 

10：00 販売開始 

14：30 撤収に向けての準備 

15：00 販売終了 

(売上集計用紙・アンケート回収) 

16：00 撤収完了 

(1)雨天及び開催の可否について 

(2)駐車場について 

(3)受付について 

(4)店番の仕事について 

(5)トイレ・ごみについて 

(6)SNS 発信について 

(7)撤収について 

質問テーマ 項目 

満足度 全体の満足度 

参加動機、広報 参加理由、イベントを知った広報媒体 

会場 出店エリア、ブースの大きさ・場所 

交流 他の出店者、お客との交流 

対応 サポート体制、スタッフの対応 

その他意見 中庭スペースの他の活用法、意見など 

売上 金額 
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③令和 5年度第 3回及び第 4回 

 第 3 回において、あさお一箱古本市の実施結果と令和 4・5年度協議テーマに

基づく、報告書(素案)及び第 4回において報告書(案)を提示した。 

 

【参考】学習フリースペース事業の実施について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 検討経緯について(令和 4年度第 3回専門部会以後) 

会議室の有効活用による事業実施にあたって、市民館においては貸館業務

として会議室利用者や歳入の確保の観点も考慮する必要がある。また、夏の

試行実施を想定すると、コロナ禍前である令和元年度 6月～9月の第 1～3会

議室及び和室の空き状況を調べたところ、8月が最も高い結果となった。 

 ターゲットしては、お盆連休の社会人、夏休みの学生、図書館の閲覧者(7，

8 月に満席となることが多い)などを想定し、実施を検討するならば、8 月中

の午前及び午後対象とし、週末に翌 1週間分、開放会議室等の一覧を HP 等に

掲載する方向を想定する。ただ、課題として、他の月は概ね会議室利用率が

高く、通年開放や他の期間に拡大する余地は乏しいと考えた。 

一方で、令和元年度専門部会にて新設された交流スペースについては、限

られたスペースの中で、特定の方による長時間の占有が見受けられ他の利用

者から苦情もあったこと、またコロナ禍もあり閉鎖していた。 

以上を踏まえ、会議室の活用ではなく、学習コーナー創出（実質的には交

流スペースのリニューアル）という形式で、次のとおり実施した。 

２ 実施内容について 

○目的：若年層への市民館の認知度向上、学習機会(場所)の確保 

○主なターゲット：中高生、大学生(学生の利用が無い時は、一般利用可) 

○開設期間：令和 5年 7月 12 日～9月 30 日 

※利用実態を踏まえ、学習コーナーとして当分の間継続する。 

○実施場所：市民館 3階スペース(計 6席) 
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２ あさお一箱古本市の概要 

(1)一箱古本市とは  

読み終わった本、誰かにおススメしたい本を段ボール等の一箱につめ、1日だ

けの本屋さんになってフリーマーケット形式で販売するイベントである。お客

さんや店主さん同士で会話を楽しみながら、人や本との出会い、つながりを作る

ことを目的としている。 

 2005 年から東京の谷中・根津・千駄木で行われている「不忍ブックストリー

トの一箱古本市」で初めて開催され、書店や個人出店者が一堂に集まり、多種多

様な古本の販売と交流を通じて地域の文化を豊かにすることを目指している。  

一箱古本市は、地域の本と人を結ぶイベントとして、全国各地で毎年開催され、 

2023 年は全国各地で累計 150 回ほど開催・予定である。  

 

(2)広報・出店者募集について 

 一箱古本市については、市内初開催であることが想定され、まずは認知度の向

上が課題であった。 

そこで、出店者募集にあたり、通常の市民館講座の広報の主軸である市民館

HP・チラシ配架に加え、SNS や各メディア、専門部会委員の所属団体、その他図

書館関係団体、区内で活動されている方等へ幅広く広報を展開した。メディア掲

載実績については、タウンニュース麻生区版(2023.8.4)、マイタウン

(2023.8.14HP のみ掲載)、東京新聞（2023.8.25 朝刊）の記事でも取り上げられ

た。出店者については、区内を中心に 11 組の応募があった。 

 

(3)事前説明会の実施について 

 一箱古本市開催にあたり、出店経験に乏しい出店者の応募が想定され、開催イ

メージを掴んでもらうとともに、出店者向けの共通ルールを理解してもらうこ

とが重要であった(出店経験者は 1組)。 

 事前説明会には 9組にご参加いただき、みなまき一箱古本市(講師：みなまき

一箱古本市実行委員会助っ人・どんぐりの輪代表 迫 祐子 氏)による講話、店

主マニュアルの説明や、開催場所の下見を行った。 

なお、出店者からの質問としては、箱は

必ず必要か・平置き販売は可能かなど一箱

古本市のルールに関わるもの、無料譲渡会

であるという誤認識、スリップ(値札)挟み

込み・事前搬入・備品持込み費用の有無、

ベンチの使用の可否など、幅広い質問をい

ただき、できる限り柔軟な対応を行った。 
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３ あさお一箱古本市実施結果・考察 

(1)当日の開催状況について 

開催当日の 9月 16 日(土)は 9 時から受付を開始し、10 時から販売を開始し

た。9組と麻生図書館(リユース本配布)が出店し、天候は曇りであったが、日

中は気温が 30 度近くになることが想定されたことから、開始時間前に「当日

の流れ」と「水分補給の徹底」を出店者に伝えた。なお、中庭スペースの入口

付近には、販売開始を待つお客さんが複数名並んでいた。 

中庭スペースについては、麻生文化センター入口の延長線上にあり、ガラス

越しに様子が見えるため、多くのお客さんが流れて来た。同日開催の子育てフ

ェスタの影響もあり、午前中は特に親子連れを中心に賑わい、午後は客足が落

ち着いてきた。 

絵本・小説・マンガなど、幅広いジャンルの本が出店され、お客さんと店主

だけではなく、店主同士が会話をする様子も見受けられた。なお、開催の様子

については、タウンニュース麻生区版(2023.9.22)でも取り上げられた。 
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(2)出店者のアンケート結果(出店者 9組) 

問１　本イベントに参加された理由について教えてください（複数回答可）

回答数 9

構成率

※本愛好家の友人とこの企画について話し合いができたこと。発展させるつながりのもとになった。

「楽しそうな企画だった」、「本の処分に困っていた」がそれぞれ55.6％となった。

問２　出店場所（中庭スペース）について教えてください。

回答数

構成率

※（「上記の理由」のみ回答者）子育てフェスタと一緒だったから、この場所も良かった。
「満足」が62.5％、「どちらでもない」が37.5％となった。

問３　出店ブース(１．５ｍ×１．５ｍ)の大きさについて教えてください。

回答数 9
構成率 100.0

「妥当である」が100.0％となった。

問４　他の出店者との交流について教えてください。

回答数 9
構成率 100.0

「ある程度できた」が77.8％、「あまりできなかった」が22.2％となった。

問５　お客さんとの交流について教えてください。

回答数 9
構成率 100.0

「とてもできた」、「ある程度できた」が100％となった。

問６　一箱古本市をまたやってみたいと思いますか？

回答数 8
構成率 100.0

「やってみたい」が87.5％、「わからない」が12.5％となった。

＊各設問に個別に回答しているため、回答者数が一致していない。

問７　今回の一箱古本市のほかに、中庭スペースの活用についてアイデアがあれば、教えてください。

上記の理由※

（上記の理由）

※
・本当に処分に困っていた（本なので捨てること
ができず）のでよかったです。
・本に関わる活動が好きなので。
・今回は絵本。次回は児童書がたくさんある。

１. 満足※1
２.どちらでも
ない※2

３. 不満足

計

5 3

計

8

100.1

※2
・途中、陽射しが強かった(場所が端だった
所以かもしれません)。
・入口からの地続きで入りやすい。蚊が多
い。午後から日向だったので暑かった。
・暑いので中のスペースだと嬉しかった。
お客様も暑いのでゆっくり足を止めてくれ
ないので、中がいいです。

2

0

回答者数

5 1

55.6 11.1

５．本の処分に

困っていた
６．その他※

１．一箱古本市

に興味があった

２．イベントを

知り思い立った

３．自分の持っている本

を紹介したかった

４．楽しそうな

企画だった

3 3 1 5

33.3 33.3 11.1 55.6

62.5 37.5 0.0

※1
空きスペー
スの活用と
雨が降って
も大丈夫。

0.00.0 100.0

１. 狭かった　 ２.妥当である ３. 広かった

0 9 0

１.とてもできた　
２.ある程度で

きた
３．あまりできなかった

0

77.8
7

0.0 22.2

計１.とてもできた　
２.ある程度で

きた
３．あまりできなかった

0.0
0

４．ほとんどで

きなかった

４．ほとんどで
きなかった

計

0.0

計

3 6 0 0

・子ども遊びの会、科学実験（あそび）の会（水を使えてよさそう）など
・とてもちょうどいいスペースです。JAZZセッション会などどうでしょうか？ホスト（各パートのミュージ
シャンは確定でいて、飛び入りで参加したい方がそのパートを演奏できる形態をセッションといいます）の
ミュージシャンを共に見にきた人が演奏したり、歌ったりします。見ている人も楽しく、演奏したい人も楽
しい。イベント前出の告知で参加する人はやりたい曲の譜面を各自5枚ほど用意しいただいたりする必要はあ
りますが、演奏したい人はほぼこのルールを知っています。
・子どものおもちゃ、衣料等

87.5 0.0 12.5

３.わからない

＊複数回答や小数点以下第2位を四捨五入しているため、構成率の合計が100%にならない場合がある。

0.0

7 0 1

１.やってみた
い※

２.やりたくな
い

33.3 66.7
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(3)お客さんのアンケート結果 

 

 

 

 

 

 

問１　どちらから参加されましたか

回答数 57
構成率 100.0

問２　あさお一箱古本市に来た動機を教えてください

回答数 57
構成率 100.1

問３　麻生市民館に何回来たことがありますか

回答数 54
構成率 100.0

問４　このイベントに参加し、市民館の講座やイベントに関心を持ちましたか

回答数 48
構成率 100.0

※各設問に個別に回答しているため、回答者数が一致していない。

【自由意見（中庭スペースの有効利用・開催してほしいイベントについて）】

計麻生区
麻生区以外の
川崎市

町田市・稲城市・

多摩市・横浜市
その他

45 5 7 0
78.9 8.8 12.3 0.0

「麻生区在住」が78.9％と大半を占め、町田市等の隣接する市からの参加者が
12.3％となっている。

たまたま（子育て

フェスタに来て）

たまたま（子育てフェ

スタ以外で来て）

一箱古本市に興
味があった

古本に興味があった 計

３～５回 ６回以上 計

26 1 25 5
45.6 1.8 43.9 8.8

「たまたま（子育てフェスタに来て）」が45.6％と最も多かったが、一箱古本市に
興味があったが43.9％とほぼ同じ結果となっている。

はじめて １～２回

・もう１回古本市をしてほしい。次は出たい。
・生音楽演奏（ギター・オカリナ)
・古本市にはピッタリ
・ブックカフェ
・中庭スペース。ゆったりして素てきです。一箱古本市よいです。ぜひ継続を。
・スケッチ大会

「6回以上」が79.6％と大半を占め、「はじめて」は5.6％と最も少なくなってい
る。

はい いいえ 計

47 1
97.9 2.1

「はい」が97.9％となっている。

※小数点以下第2位を四捨五入しているため、構成率の合計が100%にならない場合がある。

3 4 4 43
5.6 7.4 7.4 79.6
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(4)考察 

今回、「市民館の利用促進」に向けた「中庭スペースの有効活用事業」として、

一箱古本市を開催した。具体的な目的としては、コミュケーション・つながりづ

くり、空きスペースの有効活用、麻生市民館事業の周知・情報提供としたが、ア

ンケートの実施結果も踏まえながら、それぞれについて考察する 

 

①コミュケーション・つながりづくり 

当日の様子を見ると、お客さんと店主だけではなく、店主同士が会話をする

様子も見受けられた。 

前述の出店者のアンケート結果からも、お客さんとの交流は「とてもできた」

「ある程度できた」が 100％、他の出店者と交流は「ある程度できた」が 8割弱

となった。また、一箱古本市を「またやっ

てみたい」は 9割弱となった。 

本が媒介となって会話の糸口となり、

一箱古本市独特のゆったりとした雰囲気

も相まって、コミュケーション・つなが

りづくりの視点から一定の成果があっ

た。 

 

②空きスペースの有効活用 

中庭スペースについては、普段、図書館開館前の閲覧席希望者の列や、ベン

チに座っている方を時折見かける程度である。 

本スペースは、屋根があり、ガラス張りで通りがかりの図書館利用者等の視

界にも入る特徴がある。その特性を踏まえると、スペースを全般的に使用する

一箱古本市に向いており、有効活用につなげることができた。 

 

③麻生市民館事業の周知・情報提供 

お客さんのアンケート回答数は 57 にのぼり、実際はその数以上の方が一箱

古本市を訪れた。会場入口付近には、開催チラシのほか、市民館関連資料も配

置した。ただ、麻生市民館に「はじめて」来

た方は 6％弱で、新規利用者獲得に課題を残

した。一方で、一箱古本市に参加し、市民館

の講座やイベントに興味を持った方が 98％

となった。 

一箱古本市開催は、おおむね市民館の利用

促進のきっかけになったと考えられる。 
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あさお一箱古本市 (2023.9.16) の感想 

麻生市民館専門部会 市民委員 徳田富美恵 

【当日の天候】 

・薄曇りで、風はあまりなく、暑かったですが、なんとか凌げる程度でした。 

・暑さ対策は出店者さんがそれぞれ工夫されていました。小型扇風機 

を持参した方もいました。 

・午後からは出店場所①(写真一番奥)のあたりが直射日光があたっ 

て暑そうでしたが、少し場所をずれて避けていました。 

【会場設営】  

・出店者さんはそれぞれスムーズに出店場所に着き、準備をされていた印象です。 

・図書館開館前の席を取る方の列への対応も、出店者にはあらかじめ伝えられていたので、出店

準備には問題無い様子でしたが、列に並ぶ方が若干戸惑っていたようです。 

【出店者の様子】  

・店舗数も多くなく、説明会ですでに顔を合わせていたせいか、準備の段階から出店者さん同士

が、挨拶を交わさたり、手伝ったりしながら、とても和やかな様子でした。 

・店舗のレイアウトや本の展示の仕方などは、皆さんそれぞれ工夫されていて、眺めるだけでも

とても楽しめました。 

・出店者さんが他の店舗に訪れて、本の話が弾んだり、購入したりする様子も多く見られました。 

・各店舗に並ぶ本のジャンルが、他店とあまり重複していなかったので、良かったと思いました。 

【アンケート】  

・ボードを見ると、シールを貼るだけで回答できる、ということがすぐ分かるので、声をかけて

お願いするとほとんどの方が快く引き受けてくれました。 

・質問の内容も簡単でわかりやすかったので、回答しやすかったと 

思います。 

・ご協力のお礼ということで、しおりとクリアファイルをお渡しで 

きたのも良かったと思います。 

【その他】  

・事前の説明会で丁寧に説明され、資料にも詳しく記載されていたので、当日は出店者さんにお

まかせの部分も多く、あまり主催者が細かく管理しないことで、おおらかな雰囲気が作れたのか

なと思いました。 

・「職員の方たちが、準備からずっと親身になって対応し、会場でもずっと見守ってくれ、この

場を良いものにしよう思っていることが伝わり、良かった。」と仰る出店者さんがいらっしゃい

ました。 

・来場した方から、「ぜひ今後も続けて開催してほしい。」「機会があれば自分も出店したい。」と

いうご意見を複数伺いました。 

・今回利用した中庭スペースが、「古本市」という催しにとても向いているように思いました。

子育てフェスタとの同時開催というのも、良い効果があったと思います。 
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４ 今後の展開について 

前述のとおり、市民館の利用促進に向けた「中庭スペースの有効活用事業」

として、一箱古本市を開催し、コミュケーション・つながりづくり、空きスペ

ースの有効活用、麻生市民館事業の周知・情報提供について、一定の成果があ

った。 

開催前から一箱古本市の認知度について、懸念をしていた。しかしながら、

お客さん向けアンケートから、あさお一箱古本市に来た動機について、「たま

たま」と「一箱古本市に興味」がほぼ同数であった。また、一箱古本市に出店

したかった、今後出店したいなどの声や問い合わせも受けた。ただ、子育てフ

ェスタと同日開催ということで、多くの集客につながったと考えられ、「一箱

古本市」の単独開催については、慎重な検討が必要である。 

一方で、中庭スペースで今後開催してほしいイベント等について、古本市の

ほか、音楽活動、ブックカフェ、スケッチ大会のご意見があった。中庭スペー

スは住宅地が隣接しているため、音楽活動等の音が発生する事業は困難と考え

られるが、ご意見も踏まえながら、中庭スペースの有効活用を今後も検討し、

施設の有効活用、ひいては市民館の利用促進につなげたい。 

 

 

 

 

 



氏　　　名 現　　職　　名 区　　　分

1 山本　浩之 川崎市立王禅寺中央中学校長
１号

（区内に設置された
学校の長）

2
副部会長

横川　博行
麻生区文化協会（副会長）

3
部会長

井上　俊夫
麻生区地域教育会議議長

4 菅原　陽子 麻生市民館サークル連絡会会長

5 松島
まつしま

　糾之
ただゆき

麻生区町会連合会理事

6 德田　富美惠 市民委員

三上　由香利
（令和４年度）

田澤　梓

（令和５年度）

8 角田　季美枝
和光大学現代人間学部非常勤講
師

４号
（学識経験者）

田澤　梓

（令和４年度）

角南　ゆり絵
（令和５年度）

＊　区分欄は、川崎市社会教育委員条例第６条別表に定める委員の構成

令和４・５年度川崎市社会教育委員会議麻生市民館専門部会委員名簿

7

３号
（区内在住の社会教育
に関する経験を有する

市民）　市民委員

　麻生区PTA協議会副会長

５号
（区内の家庭教育の向
上に資する活動を行う

者）

9

２号
（区内の社会教育関係
団体等から推薦された

者）



 

令和４・５年度 川崎市社会教育委員会議麻生市民館専門部会実施経過 

  

○令和４年度実施経過 

  第１回専門部会 

   日 時  令和４年 ８月１８日（木） 午後２時～午後４時３０分 

   場 所  麻生市民館 第１会議室 

   概 要 

  ・部会長・副部会長選出 

    ・市民館・図書館の管理運営の考え方（案）について報告 

    ・令和２・３年度麻生市民館専門部会報告書について 

    ・令和３年度利用状況及び事業報告について 

    ・令和４年度の主な事業について 

    ・令和４・５年度協議テーマの選定について 

 

  第２回専門部会 

   日 時  令和５年 １月２４日（火） 午前１０時～午前１１時５０分 

   場 所  麻生区役所 第４会議室 

   概 要 

  ・令和４年度の主な事業について 

  ・令和４年度市民館管理に伴う工事等について 

    ・令和４・５年度協議テーマの選定について 

      テーマ候補として、空き会議室の有効活用、麻生文化センター中庭スペースの有効活用

について検討した。 

 

  第３回専門部会 

日 時  令和５年 ２月１２日（日） 午後１時～午後５時 

   場 所  麻生市民館 大会議室・第１会議室 

   概 要 

    ・市民自主学級・市民自主企画事業 提案会 選考会 

  ・令和４・５年度協議テーマの選定について 

     〇空き会議室の有効活用について 

      ⇒令和元年・４年の会議室空き状況（６月から９月）確認で空きコマが少ない。 

      ⇒空き確定が３日前では利用案内が難しく、発展性が低い。 

     〇麻生文化センター中庭スペースの有効活用について 

      ⇒利用者増を考えるとフリーマーケットのようなイメージ 

 



     〇市民館への指定管理者制度導入について 

      ⇒指定管理者制度について理解することが必要である。 

     ＊ テーマは市「民館の利用促進に向けた取り組み」として、麻生文化センター中庭スペ

ースの有効活用についてとする。 

       なお、指定管理者制度については勉強会等について考えていく。 

 

○令和５年度実施経過 

  第１回専門部会 

   日 時  令和５年 ５月１７日（水） 午後２時～午後４時３０分 

   場 所  麻生市民館 第１会議室 

   概 要 

    ・令和５年度の主な事業について 

    ・テーマ「市民館の利用促進に向けた取り組み」について 

     〇夏休み学習スペースの開設（事務局報告） 

       若年層への市民館認知度向上、学習機会（場所）の確保策として、市民館３階通路

（チラシ等配布エリア）に学習用として６席（机・椅子）を設ける。 

  〇麻生文化センター中庭スペースの有効活用について 

     ＊ 「あさお一箱古本市」を９月１６日（土）の「子育てフェスタ」開催日に実施する。

来場者及び出店者に簡易なアンケートを行う。 

    ・指定管理者制度について 

      ４月に勉強会を２回開催して意見交換等を実施した。6月の麻生市民館サークル祭等に

おいて利用者アンケートを計画している。 

 

第２回専門部会 

   日 時  令和５年 ８月 ２日（水） 午前１０時～正午 

   場 所  麻生市民館 第３会議室 

   概 要 

    ・令和５年度の主な事業・工事の進捗状況について 

    ・テーマ「市民館の利用促進に向けた取り組み」について 

     〇「あさお一箱古本市」の実施、準備、評価について 

    ・専門部会勉強会「指定管理者制度について」報告 

      市民館・図書館の利用者アンケート（回答数３００）実施結果について情報共有、意見

交換を行った。 

 

 

 

 



第３回専門部会 

   日 時  令和５年１０月１２日（木） 午前１０時～ 

   場 所  麻生区役所 第４会議室 

   概 要 

    ・令和５年度の主な事業・工事の進捗状況について 

    ・「あさお一箱古本市」の実施結果について 

    ・令和４・５年度報告書の作成について 

 

第４回専門部会 

日 時  令和６年 ２月１７日（日） 午後１時～ 

   場 所  麻生市民館 大会議室・第１会議室 

   概 要 

    ・市民自主学級・市民自主企画事業 提案会 選考会 

・令和５年度の主な事業・工事の進捗状況について 

    ・令和４・５年度報告書の作成について 
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